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上
室
賀
地
区
に
『
室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
』

(
上
田
市
農
林
漁
業
体
験
実
習
館
)
が
オ
ー
プ

ン
し
て

l
年
。
「
肌
が
ツ
ル
ツ
ル
す
る
」
ど
、

泉
質
も
好
評
で
、
連
日
多
く
の
人
た
ち
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。

折
し
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
す
ぐ
近
く
を
流

れ
る
室
賀
川
で
「
ほ
た
る
」
が
自
然
発
生
。
開

館
ー
周
年
も
、
記
念
し
て
、

6
月
別
日
・
引
日
に
、

室
賀
地
区
連
合
自
治
会
、
川
西
商
工
会
、
室
賀

地
区

3
公
民
館
な
ど
が
『
室
賀
温
泉
ほ
た
る
祭
』

を
聞
い
た
。

温
泉
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
ゆ
っ
く
り
温
泉

に
つ
か
リ
、
生
バ
ン
ド
や
消
防
音
楽
隊
の
演
奏

を
聞
い
た
り
、
大
手
橋
か
ら
室
賀
川
沿
い
の
小

道
に
降
リ
て
、
青
白
く
ほ
の
か
に
光
リ
な
が
ら

舞
う
「
ほ
た
る
」
を
楽
し
ん
だ
。

-

『
室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
』
の
営
業
時
間
ど

入
場
料
は
、
午
前
6
時

1
8時
は
一
般
|
O
O

円
、
小
中
学
生
日
円
。
午
前
川
時
j
午
後

q
時

は
、
一
般

3
0
0
円
、
小
中
学
生

2
0
0
円。

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
食
堂
や
、
ど
れ
た
て
の

農
産
物
な
ど
を
販
売
す
る
直
売
所
も
あ
リ
ま
す
。

お
出
か
け
く
だ
さ
い
(
毎
週
木
曜
日
休
館
)

0

・
室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
(
圃
⑪
ー
ー

2
6
)

く再生紙を使用しています〉



E~I日正司
わ
が
国
で
は
、
急
速
な
高
齢
化
と
家
族
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
、
介
護
の
問
題
が
老
後
の

最
大
の
不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
残
さ
れ
た
能

力
を
い
か
し
て
、
で
き
る
限
り
自
立
し
、
尊
厳
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
は
我
々
一
人
ひ
と

り
の
共
通
の
願
い
で
す
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
家
族
だ
け
で
介
護
を
行
う
こ
と
は
、
精
神

的
に
も
、
肉
体
的
に
も
非
常
に
困
難
で
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
利
用
者
の
希
望
を
尊
重
し
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
し
く
み
を
創
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。今

回
は
、

平
成
刊
は
年

4
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

-加入者は保険料を納めていただきます

第1号被保険者 第2号被保険者

対象者 65歳以上のかた 40歳以上65歳未満の医療保険加入者

給付の 要介護者(寝たきり・痴ほう) 初老期痴ほう、脳血管障害等老化に伴う病気

対象者 要支援者(虚弱) (特定疾病)により介護が必要なかた

所得段階に応じて市が設定
医療保険者が医療保険の算定

します。
方法に基づき設定します。

保険料 厚生省の試算では、平成12
保険料の半分は事業主または

年度全国平均 1人当たり
国が負担します。

2500円です(平成7年度価格)。

年金額が一定額以上のかた

保険料の
は年金から徴収(特別徴収)

医療保険料と一括して支払い
支払方法

します。
ます。

それ以外のかたは市に個別

に支払います (普通徴収入

-
制
度
の
運
営
主
体
(
保
険
者
)
は

・
市
で
す

市
が
介
護
保
険
制
度
の
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

国
や
県
は
、
財
政
面
お
よ
び
事
務
面
で
市
を
支

援
し
ま
す
。

-
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は

.
平
成
ロ
年
4
月
か
ら
で
す

平
成
ロ
年

4
月
か
ら
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

を
始
め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
日
年
刊
月
ご

ろ
か
ら
要
介
護
認
定
の
申
請
受
付
を
行
い
ま
す

0

・
刊
歳
以
上
の
か
た
が

圃
介
護
保
険
に
加
入
し
ま
す

出
歳
以
上
の
か
た

(第

1
号
被
保
険
者
)
と、

ω歳
以
上
町
歳
未
満
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
か
た
(
第

2
号
被
保
険
者
)
が
、
介
護
保

険
に
加
入
し
ま
す

0

.
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
に
な
っ
た
ら

.
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す

マ
第

1
号
被
保
険
者
・
・
・寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
等

で
常
に
介
護
が
必
要
な
状
態
(
要
介
護
状
態
)

に
な
っ
た
と
き
ゃ
、
常
時
の
介
護
ま
で
は
必

要
と
し
な
い
が
、
家
事
や
身
支
度
等
日
常
生

活
に
支
援
が
必
要
な
状
態
(
要
支
援
状
態
)

に
な
っ
た
と
き
受
け
ら
れ
ま
す
。

マ
第

2
号
被
保
険
者
・
・
・
初
老
期
痴
ほ
う
等
国
が

指
定
す
る
老
化
に
伴
う
病
気
に
よ
り
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
受
け
ら
れ
ま
す
。

-
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は

-
要
介
護
認
定
の
申
請
が
必
要
で
す

①
介
護
や
支
援
が
必
要
な
状
態
か
、
ま
た
、
ど

の
程
度
の
介
護
が
必
要
か
(
要
介
護
度
)
を

判
定
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
本

人
や
家
族
等
が
要
介
護
認
定
の
申
請
を
市
に

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
申
請
後
、
調
査
員
が
家
庭
を
訪
問
し
、
心
身

の
状
況
等
を
調
査
(
訪
問
調
査
)
し
ま
す
。

③
訪
問
調
査
の
結
果
と
か
か
り
つ
け
医
の
意
見

書
を
も
と
に
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
等
の
専

門
家
か
ら
な
る
審
査
会
で
判
定
し
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
通
知
し
ま
す
。

[2J 

調査対象者 調査方法 調 査 員 等

高齢者一般 無作為抽出
調査票は各偶人に郵送し、後

臼保健補導員が回収

在宅要援護 個別訪問・ 民生児童委員、在宅介護支援
ー司E" 齢 者 面接調査 センターの職員等

特養入所 個別訪問・
市職員

待機高齢者 面接調査

施設入所
県で実施

~司a・. 齢 者
ー

10.7.16 

高
齢
者
の
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

••• 
介
護
保
険
制
度
を
円
滑
に
運
営
す
る
た

め
、
市
で
は
介
護
保
険
事
業
計
画
を
平
成

日
年
度
中
に
作
り
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
各
年
度
に
お
け
る
要
介

護
者
等
の
状
況
や
必
要
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
や
見
込
量
、
事
業
費
の
見
込
み
等

を
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成

ロ
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
く
市
の
介
護
保

険
制
度
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

査調包
忠実
• 

こ
の
計
画
を
作
る
た
め
の
基
礎
資
料
を

得
る
た
め
、
高
齢
者
の
か
た
が
た
の
実
態



な
お
、
訪
問
調
査
お
よ
び
審
査
会
の
判
定
は

上
田
地
域
広
域
連
合
で
実
施
し
ま
す
。

④
認
定
さ
れ
る
と
、
本
人
の
希
望
を
尊
重
し
て

介
護
支
援
専
門
員
が
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
計
画

を
作
り
ま
す
。
そ
の
計
画
に
基
づ
き
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑤
要
介
護
認
定
は
一
定
期
間
ご
と
に
見
直
し
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
重
度
に
な
っ
た
と
き
は
、

期
間
の
途
中
で
も
要
介
護
度
の
変
更
申
請
が

で
き
ま
す
。

.訪問調査

心身の状
況などを
調査票に
基づき調
査(上田
地域広域
連合で実
施)

-
介
護
保
険
に
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と

.
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
ホ

I
ム
ヘ
ル
プ
、
訪

問
入
浴
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

等
日
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

等

3
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
的
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

(介
主 雪差
出回~

地喧E圭刃
揮官ヨ「ロ，ひ

広フ~ r.;. 
域主主瓦E
連...6.
合~ -

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
料
の

1
割
は

一・
自
己
負
担
で
す

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、

利
用
者
は
か
か
っ
た
費
用
の

1
割
を
負
担
し
ま

す
。
ま
た
、
施
設
入
所
等
の
場
合
、
食
費
等
の

利
用
者
負
担
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
/

健
康
推
進
課
(
圃
⑫
5
1
3
1
)

母親=要支援
(虚弱)

父親=要介護
(要介護度v)

-本人や家族が介護支援専門員と相談
。介護サービス計画作成

(自分でも作成できます)
作成費は全額保険から給付、自己負

担はなしO

介
護
保
険

審
査
会
(
県
)

を
把
握
す
る
調
査
を

7
月
か
ら
日
月
に
か

け
て
実
施
し
ま
す
。
亡
の
調
査
は
、
白
歳

以
上
の
皆
さ
ん
の
保
険
料
を
算
定
す
る
際

の
資
料
に
も
な
る
た
い
へ
ん
重
要
な
調
査

で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
調
査

員
が
訪
問
し
た
際
、
ま
た
は
調
査
票
が
届

い
た
皆
さ
ん
は
必
ず
回
答
く
だ
さ
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
高
齢
者
と
は
閃
歳
以
上
の
か
た
で
す
。

母親は在宅サービスを受ける
ことに。利用料は費用の 1割。

父親は特別養護老人ホームに
入所。利用料は入所費用の1割
と食費等を負担。

10.7.16 [3J 



ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
毒
性
は
?

ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
パ
ラ
ジ
オ
キ
シ
ン

(
P
C
D
D
)
の
う
ち
、

2
、
3
、
7
、
8ー

T
C
D
D
が
最
も
毒
性
が
強
く
、
人
工
物
質

と
し
て
は
「
地
上
最
強
の
猛
毒
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

-
毒
性
表

開閉・E歯菌量園周潤

破傷風菌毒素一一一n
スナギンチャクの毒.

赤痢菌毒素工イなお

[4J 10.7.16 

地ダ
球イ
をオ
守キ
ろV
A ン
》か
ら

良
い
環
境
は
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

近
年
、
廃
棄
物
焼
却
施
設
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
環

境
汚
染
が
全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
は
い
っ

た
い
ど
ん
な
も
の
で
、
人
体
に
は
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
。

だ
れ
も
が
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
っ
て
ど
ん
な
も
の
?

ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
パ
ラ
ジ
オ
キ
シ
ン

(
P
C
D
D
)
・
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン

(
P
C
D
F
)
の
総
称
を
い
い
ま
す
。
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
は

2
1
0種
類
も
の
仲
間
が
あ
り
、

水
素
、
炭
素
、
酸
素
、
塩
素
の

4
元
素
か
ら
で

き
て
い
る
化
合
物
で
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
性
質
は
?

無
色
・
無
臭
の
固
体
で
、
ほ
と
ん
ど
水
に
は

溶
け
ま
せ
ん
が
、
脂
肪
な
ど
に
は
溶
け
や
す
い

と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非
常

に
安
定
し
て
い
る
の
で
長
い
間
そ
の
毒
性
を
維

持
し
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
主
な
発
生
源
は
?

※ねすみ(ラットやマウス)に与えたときに半数の
ネズミか死亡する量

水
素
、

工
程
で
、

炭
素
、
酸
素
、
塩
素
が
熱
せ
ら
れ
る

意
図
せ
ず
に
作
ら
れ
、
主
に
廃
棄
物

の
焼
却
施
設
か
ら
の
発
生
量
が
全
体
の
卯
%
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
の
健
康
へ
の
影
響
は
?

ご
く
微
量
で
も
、
発
が
ん
性
、
染
色
体
異
常
、

流
産
、
死
産
な
ど
の
発
生
や
免
疫
抑
制
等
の
健

康
障
害
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
ま
だ
不
明
な
点
も
多
く
、
現
在
の
わ
が
国

の
通
常
の
環
境
の
汚
染
レ
ベ
ル
で
は
が
ん
や
奇

形
が
発
生
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
ほ
か
の
悪
血
露
首
瓜
?

動
物
実
験
に
お
い
て
、
体
内
に
入
る
と
ホ
ル

モ
ン
と
似
た
よ
う
に
働
き
、
免
疫
機
能
、
生
殖

機
能
、
甲
状
腺
機
能
な
ど
に
悪
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
(
環
境
ホ
ル
モ
ン
)
。

人
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査
段
階
で
す
。



? 開寛ホルモンつてなに
(新たな環境問題)

.環境ホルモンの意味は?

環境ホルモンとは、 日本における造語ですが¥外因性内分泌撹乱化学物質と

言われ、環境中に放出された化学物質が生物の体内に入り ¥我々が持つホルモ

ンと同じような働きをしたり¥ホルモンの働きをじゃましたりするものです。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策

主
に
、
物
の
燃
焼
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
し
ま

う、

毒
性
の
強
い
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、

各
方
面
で
の
規
制
や
対
策
が
と
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。
今
、
事
業
所
や
個
人
で
簡
単
に
で
き
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
考
え
る
と
以
下
の

3
つ

の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
被
害
者
で
あ
り
加
害

者
で
も
あ
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
正
し
い
認

.環境ホルモンといわれる化学物質はどんなところに使われているの?

現在、我々の身の回りには約8万種という多 くの化学物質が存在しており ¥

内分泌撹乱作用が疑われて調査の対象となっている化学物質は¥農薬、樹脂原

料、樹脂可塑剤、船底防汚剤¥非意図的生成物、工業化学品など約70種類にも

なります。

農薬
・DDT
・メトキシクロール

船 底 防 汚 剤 (船の底に貝なとがつかないよう

にするためのもの)

.トリブチルスズ

プラスチック関連物質
.ビスフヱノールA
・界面活性剤ほか

非意図的生成物
・夕、イオキシン類

・ベンゾ (a ) ピレン
ムゥ

か

ヨ
ヨ
ミ
ほ

医師

h
h
a

伺民

金

力

制

重

-
-
e

/
i
l
l
-
-
L¥
 

工業化学品
・2、4ージクロロフェノ ール

.4-ニトロ卜ルエン

可塑剤(プラスチックを作るときに使用される)

.フタル酸ジエチルヘキシル

・フタル自俊ジブチルほか

ただい現状では、一般生活において内分泌撹乱化学物質が人に影響を及ぼ

しているか否かを判断することは困難であり 、いっそうの調査研究の推進が必

要とされ¥さらに対象に追加されてい くことも予想されます。
識
の
も
と
に
、

み
ん
な
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

①
家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
自
粛
す
る
。

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
を
徹
底
す
る
。

③
ご
み
の
量
を
減
ら
す
生
活
を
心
が
け
る
。

.ホルモン作用のしくみと関連が疑われている影響

一般的に生体ホルモンは細胞の中にある、ホルモン・レセプターと言われる

受け皿と結合して¥核の中に入り込み命令を伝えます。環境ホルモ ンは、生体

ホルモンと同じように、細胞内でホルモ ン・レセプターと結合して核に入 り込

んで命令を伝えてしまいます。このような作用のし力¥た力¥ら¥関連が疑われて

いる影響として¥人の精子数の減少、男性生殖器の発育異常¥精巣がん、前立

腺がん¥免疫系への影響などがあげられています。また¥世代を越えて影響を

及ぼす懸念があり 、人類の存続を脅かす可能性も指摘されています。

-現在、生物に影響がでているの?

世界的にみると¥野生のワニ¥カモメ、パンサ一、アザラシ¥魚類などの地

域的に限定された場所での雄の脱雄性化や生殖器の異常、免疫力の低下等さま

ざまな例が報告されています。

わが国において実際に内分泌撹乱による影響を生じたと考えられる例として

は¥イボニシと呼ばれる巻き貝の雄性化が報告されています。

-化学物質とどうつきあいますか

私たちは生活の便利さを求めてさまざまな化学物質を作り出し、なにか問題

があれば¥それに代わる別の化学物質を作り出してきました。環境ホルモンの

問題は¥化学物質の無秩序な製造¥使用、廃棄が自らの存続を危うくする可能

性を示していると言われています。

私たちの生活にな くてはならないものとなってしまった化学物質。そんな化

学物質との関わり方について¥よく考えなければいけない時期に来ているので

はないでしょうか。

10.7.16 [5J 



行き先

真田温泉

青木

中吉田

下半過

※電車は臨時、パスは最終便のみ.パス・電車時刻表(7月25日)

会社名

上国交通

千曲パス

別所温泉発 下之郷 上田原 上田着

よ 1 8 09 1 8 1 7 1 8 26 

通ヲJ国T ι 20 05 20 1 3 20 22 

上回発 上田原 下之郷 別所温泉着

見所線IJ 20 33 20 4 1 20 49 

2 1 1 3 2 1 2 1 2 1 30 

22 00 22 07 22 1 7 
O 

7月25日(士)
真夏の夜、
みんなで踊ろう

-
『
み
こ
し
』
:
・
午
後

4
時
初
分

市
内
中
心
部
は
歩
行
者
道
路
に
な

り
、
各
所
か
ら
『
み
こ
し
』
が
繰
り

出
し
ま
す
。
み
こ
し
の
場
所
と
時
間

は
次
の
と
お
り
。

マ
午
後

4
時
初
分

i
6時
初
分
・
・
・
原

町
、
海
野
町
、
大
門
町
、
松
尾
町
、

大
手
町

マ
午
後

7
時

i
8時
羽
分
・
・
・
大
手
町

.
『
踊
り
』

・
・
・
午
後

7
時

5
8時
初
分

午
後

7
時
に
『
上
田
わ
っ
し
ょ
い
』

の
踊
り
を
開
始
。
生
演
奏
の
リ
ズ
ム

に
の
っ
て
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う

0

.
『
太
鼓
』

・
・
・
午
後

7
時
j

8
時

ω分

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
各
太
鼓
連

の
太
鼓
が
鳴
り
響
き
ま
す
。

-
『
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
』
等

全
参
加
連
対
象
の
踊
り

コ
ン
テ
ス

ト
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ソ
ン
グ

「
W
A

に
な
っ
て
踊
ろ
う
」
の
踊
り
。
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
に
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
を

設
置
予
定
で
す
。

-
『
交
通
規
制
』

... 午
後

4
時
j

9
時
日
分

『
上
田
わ
っ
し
ょ
い
』
当
日
は
、
午

後

4
時
か
ら

9
時
日
分
ま
で
市
内
中

心
部
は
歩
行
者
道
路
に
な
り
、
車
の

乗
り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。
周
辺
道

路
も
交
通
が
規
制
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
鷹
匠
町

i
お
城
口
駅
前

ロ
ー
タ

リ
ー
i
上
田
西
武
前
は
午
後

6
時

ω

分
ま
で
車
の
乗
り
入
れ
が
で
き
ま
す
。

しょい案内図

午後6:30~9: 1 5駅前

場草駐光観下

所
ら

、
/

役

ぐ

{p
)

市

や

f
k

[6J 

上田わっしょい
マスコッ卜人形

根津甚八くん
7月21日(火:)"'25日(土)

上田商工会議所ロビーで販売
上田紬

⑧13，000円、⑪3，800円

真田ひも
③7，500円、⑪2，800円

10.7.16 

上田わっ

円
四

市

民

体

育

館

⑦

古舟橋へ



-
『
バ
ス
停
』
が
移
り
ま
す

午
後

6
時
羽
分
か
ら
交
通
規
制
区

間
内
バ
ス
停
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

上
田
駅
お
城
口
前
の
バ
ス
停
留
所

は
、
午
後

6
時
加
分
か
ら
上
田
駅
温

障
害
者
プ
ラ
ン
策
定
事
業

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

6
月
定
例
市
議
会
が
、

6
月

9
日
か
ら
鈎
日
ま
で
聞
か
れ

ま
し
た
。
今
回
は
位
億

3
3
4
万
円
を
計
上
し
た
平
成
叩
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
池
波
文
学
ふ
る
さ
と
基
金
条
例
の

制
定
な
ど
お
議
案
、
円
報
告
事
項
が
審
議
さ
れ
、
一
件
が
継

続
審
査
に
な
っ
た
ほ
か
す
べ
て
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

4
4
2

億

1
8
1
8
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
核
実
験
に
対

す
る
抗
議
文
が
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
両
国
に
送
品
川
持
机
法

化
た
。
ま
た
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
柳
津
郁

夫
さ
ん
E

(

刊
歳
・
大
日
木
)
が
選
任
さ
れ
、
人
権
擁
護
委
員

止
力
ず
と
し

に
甲
田
和
利
さ
ん
(
幻
歳
・
五
加
)
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

.6月市議会で決まった10年度予算案

予算総額補正予算額

442億1818万円42億 334万円

国
主
が
条
例
の
制
定
・
改
正
が
ど

a
F
F

般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

マ
池
波
文
学
ふ
る
さ
と
基
金
条
例
の
制

定
(
内
容
)
文
学
作
品
を
通
じ
、
ふ
る
さ

と
の
再
発
見
と
上
田
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
基
金
を
設
置
し
ま
す
。

泉
口
に
移
り
ま
す
。

ま
た
上
田
交
通
別
所
線
も
臨
時
電

車
が
出
ま
す
(
別
表
)
。

-
『
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
』
も
移
動

上
田
駅
お
城
口
前
に
あ
る
タ
ク
シ
ー

319億 985万円

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
と
し
て

マ
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
事
業

・・・・・・

8
4
8万
円

(
内
容
)
平
成
ロ
年
か
ら
実
施
予
定
の

介
護
保
険
事
業
に
対
し
介
護
量
調
査
、

分
析
を
行
い
計
画
を
策
定
す
る

一
・I
:
i
一マ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
分
別
回

一
衛
生
費

一

一
，f
t
・-j

一収
モ
デ
ル
事
業

・・・・・・・

2
0
0万
円

(
内
容
)
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
分
別
回
収
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
自
治
会
で
の
分
別
回
収
を
実
施

す
る

[4
自
治
会
予
定
]

一
・1
・刷

zf
一マ
国
際
先
端
繊
維
上
回
会

一
商
工
費

一

一
I
・
;
1
一議
の
開
催
補
助

・・・・・・・

3
0
0万
円

(
内
容
)
平
成
日
年
の
鮒
繊
維
学
会
開

催
の
国
際
会
議
に
対
し
補
助
を
行
う

マ
中
央
通
り
街
並
み
整
備
事
業
負
担
金

・・・・

5
9
6
0万
円

(
内
容
)
県
が
実
施
す
る
松
尾
町
西
側

の
電
線
地
中
化
工
事
に
際
し
、
歩
道

の
高
質
化
に
伴
う
負
担
金

農
林
水

一マ
基
盤
確
立
農
業
構
造
改

産
業
費

一善
事
業・・・・・・

9
3
2
6
万
円

(
内
容
)
J
A
信
州
う
え
だ
が
実
施
す

る
イ
チ
ゴ
水
耕
栽
培
施
設
の
建
設
事

15億1034万円

乗
り
場
も
午
後

6
時
別
分
以
降
、

『
温
泉
口
』
へ
移
動
し
ま
す
。

交
通
規
制
解
除
後
の
午
後

9
時
日

分
か
ら
は
上
田
駅
お
城
口
前
に
戻
り

ま
す
。業

に
対
し
補
助
を
行
う

マ
塩
田
西
農
村
公
園
整
備
事
業

・・・・

1
億

8
3
7
1
万
円

(
内
容
)
塩
田
西
農
村
公
園
を
整
備
す

る
た
め
用
地
の
購
入
と
測
量
を
行
う

[
平
成
凶
年

i
ロ
年
]

一
・・園、

7
・
一マ
街
路
整
備
事
業

一
土
木
費

一

一
，・

;
-5
一

億

5
1
9
0
万
円

マ
市
道
新
設
改
良
事
業

・・・・

8
億

4
7
0
0万
円

(
内
容
)
国
の
補
助
金
内
示
に
伴
い
関

連
事
業
費
を
計
上
。
市
道
新
設
改
良

事
業
(
単
独
事
業
)
の
事
業
費
を
追

加
計
上
。

一
〔

r
l
f
一マ
浦
里
小
学
校
児
童
用
便

一
教
育
費

一

一
d
i
l
--
一所
お
よ
び
給
食
室
改
修
事

業

:
:
:
:
:
:
:
:
:
1
1
8
0万
円

(
内
容
)
く
み
取
り
式
の
浦
里
小
学
校

児
童
用
東
便
所
を
簡
易
水
洗
便
所
に

改
修
す
る
と
と
も
に
、
給
食
室
の
一

部
を
改
修
す
る

マ
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
整
備
補
助
金

・・・・

2
0
0万
円

(
内
容
)
地
元
住
民
が
自
ら
整
備
す
る

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
経
費
に

対
し
補
助
す
る

マ
市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
身
障
者
用
卜

イ
レ
設
置
事
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・

1
5
0
.万
円

-
『
本
部
』
・
:
(圃
⑧

7
2
0
7
)

当
日
、
上
田
商
工
会
議
所
内
に
本

部
を
設
け
ま
す
。
緊
急
の
連
絡
、
け

が
、
急
病
人
、
迷
子
な
ど
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
政
テ
レ
ビ
番
組

ふ
れ
あ
い
上
回

8月1日(土)午後2時"'2時30分
SBCテレビ(信越放送)で放映予定

内!パ
容 |生|
"-/ I Jf I 
障 L--J
害業 マ 化 マ
者 ;障事戸
に: 害業籍
対:者;の
す;ブ;コ
る;ラ 3ン
総;ン 7ピ
合 90策 4 ユ

的万定万 !
な円事円タ

10.7.16 

ここ数年、日本でも 「環境」というものが強く意識されるように

なってきました。昔のようにほたるの飛び交う自然を取り戻したい

と、市内でも、ほたるの里づくりに取り組んでいる地域がいくつか

あります。

今回の『ふれあい上田』では、ほたるにスポットを当て、きれいな

水環境を取り戻すためのさまざまな取り組みについて紹介します。
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-・・・・・• -花火情報祭り夏のイパント

z 

。
河

'TI 

真田祭り 8/11ぉ 15:00 

花火大会 8/1出 19:30 
ふるさと宿場みこしin和田 8/14働

花火大会 8/1九 20:30 

武石村民夏祭り 8/1九 18:15 

花火大会 8/1九 19:00 
青木夏祭り ・8/8出

花火大会 8/121*1 20:00 

真田町

和田村

武石村

青木村

7/20c月1

7/25ω 
19:00 

15:00 

19:00 

15:00 
18:30 

7/191日)

8/101月)

8/1出

8/3側

8/1仕)

8/21日)

祇園祭

上田わっしよい

よ回大花火大会

雷電祭り

花火大会

丸子ドドンコ

花火大会

上田市

東部町

丸子町

豆

)> 

。
z 

→ 

4‘ 
C 

催し障
害
児
者
と
暮
ら
す

家
族
に
む
け
て
の
講
演
会

上
田
地
域
身
体
障
害
者

自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

(固
⑧
5
5
2
2
・
岡
⑧
5
5
2
0
)

福
祉
課

(固
⑫
5
1
3
0
)

市
町
村
障
害
者
生
活
支
援
事
業
と

し
て
、
障
害
児
者
と
暮
ら
す
ご
家
族

に
む
け
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

7
月
以
ω
日
出
午
後
1
時

初八刀

マ
と
こ
ろ
丸
子
町
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

マ
入
場
料
無
料

マ
講
師
河
田
静
枝
さ
ん
、
樋
口
恵

子
さ
ん

サ
マ

i
イ
ベ
ン
ト

川
上
回
創
造
館

上
田
創
造
館

(固
⑧
1
1
1
1
)

・
星
空
観
望
会
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

7
月
お
日
出
午
後
7
時

加
分
1
9時
(
日
分
前
ま
で
に
来
場

を
)

マ
そ
の
他
雨
天
・

曇
天
時 市役所代表電話

回22-4100
圃25-4100

同

o 

)> は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
説
明
(
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
ど
う
ぞ
)

.
折
り
紙
教
室

マ
と
き

7
月
お
日
目
午
前
日
時

i
正
午
・
午
後
1
時
1
3時
マ

内

容
た
な
ば
た
か
ざ
り
を
折
ろ
う

マ
参
加
料
一
人

3
0
0
円

マ

参

加
当
日
、
会
場
で
受
け
付
け
ま
す

マ
持
ち
物
持
ち
帰
り
用
の
袋

-
「
上
田
紬
織
物
展
」
と
「
蚕
の
飼

育
と
ま
ゆ
を
つ
く
る
ま
で
」

(
7

月
幻
日
明
j

8
月
7
日
働
の
期
間

中
は
入
場
無
料
)

①
上
田
紬
織
物
展

i
機
織
り
の
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
?
ー

マ
と
き

7
月
別
日
附
i
白
日
働

午
前
9
時
i
午
後

4
時

②
蚕
の
飼
育
と
ま
ゆ
を
つ
く
る
ま
で

ー
蚕
が
桑
を
食
べ
、
ま
ゅ
の
様
子

が
観
察
で
き
ま
す

i

マ
と
き

7
月
幻
日
間
1
8月
7

日
働
午
前
9
時
i
午
後
4
時

-
産
川
水
系
の
動
植
物
た
ち

①
ケ
イ
ソ
ウ
類
・
小
動
物
の
展
示
と

ヒ
デ
オ
な
ど
の
放
映
、
顕
微
鏡
観

察
会
等

マ
と
き

7
月
別
日
附
・

8
月
2

日
目
午
前
9
時

i
午
後
4
時

②
小
動
物
に
関
わ
る
実
験
や
観
察
、

実
習

マ
と
き

7
月
白
日
働
午
前
9
時

i
正
午

(入
室
随
時
)

③
ケ
イ
ソ
ウ
類
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
の

製
作
と
顕
微
鏡
写
真
撮
影
会

マ
と
き

8
月
1
日
出
午
前
9
時

i
正
午
(
入
室
随
時
)

-
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
j
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
と
ピ
ア
ノ
の
タ
ペ
j

マ
と
き

7
月
白
日
働
午
後
7
時

1
9時
マ
出
演
者
飯
島
優
子
さ

ん
(
ピ
ア
ノ
)
、
大
井
俊
恵
さ
ん
(
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
)
マ
演
奏
曲
目
小
犬

の
ワ
ル
ツ
、
シ
シ
リ
ア
l
ノ
、
ム
ー

ン
・
リ
ヴ
ァ
ー
ほ
か
マ
定
員

1

2
0名

マ
入
場
料

1
0
0
0
円

マ
チ
ケ
ッ
ト
販
売
上
田
創
造
館

受
付
(
電
話
は
不
可
)

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影
j
夏
の

星
空
と
宇
宙
の
姿
を
求
め
て
j

マ
と
き

8
月
1
日
出

1
9
日
間

午
前
日
時
i
(
2
日
目
・

9
日
間
の

み
)
・
午
後
1
時
叩
分
i
・
午
後
3

時
i

マ
入
場
料
小
・
中
学
生
:
・

1
1
0円
、
高
校
生
以
上
の
学
生
・
:

2
1
0円
、
一
般
・

:
2
6
0
円
(
た

だ
し
、

8
日
出
は
上
小
地
域
の
小
・

中
学
生
と
同
伴
の
保
護
者
の
か
た
は

無
料
)

-
文
化
講
演
会

マ
と
き

8
月
2
日
目
午
後
1
時

ω分
i
(開
場
は
午
後
1
時

)

マ

講
師
伊
藤
正
大
さ
ん

マ
演
題

上
田
ゆ
か
り
の
美
術
家
た
ち

マ
入

場

料

無

料

マ
定
員

5
0
0名

.
親
子
映
画
会

マ
と
き

8
月
8
日
出
・

9
日
間

(
午
前
日
時

i
、
午
後
2
時
mw
分
i
)

マ
上
映
作
品
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ユ

リ
エ
ッ
ト
』
、
『
岩
じ
い
さ
ん
』

マ

上

映

時

間

制

分

マ

定

員

各

回

日
名

マ
入
場
料
無
料

-
第
2
土
曜
日
・
第
4
土
曜
日

『
施
設
無
料
開
放
』

8
月
8
日
と
同
辺
日
は
、
小
・
中

学
生
と
同
伴
の
保
護
者
の
か
た
は
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
、
民
俗
資
料
館
、

体
育
館
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

講座名 実施日 対象者 疋{貝ロ 受講料 申し込み(電話で)

パソコン入門 8月5日(水)・6日(木) 16歳以上
20名

1000 8月1日(土)

2日間コース 午前9時~正午 の初心者 円 午前9時から

親 子 8月8日(土) 小・中学生
20名

500 8月1日(土)

パソ コン教室 午前9時~正午 とその幸見 円 午後 1時から

ワープロ・ワー 8月四日同・21日(創・27日附・28日(到 10歳以上でキーボード・
20名

6000 8月9日(日)

ド4日間コース 午後 6 時30分~9 時30分 マウスを扱えるかた 円 午前9時から

パソコン入門 8月23日(日) 16歳以上
20名

1000 8月16日(日)

1日コース 午前9時~午後4時 の初心者 円 午前9時から

パソコン入門 8月25日(火)・26日(水) 16歳以上
20名

1000 8月16日(日)

夜間 コース 午後 6 時30分~9 時30分 の初心者 円 午後 1時から

パソコン教室

[8J 10.7.16 

.8月の組大ごみ回収日

8月8日(土)…豊殿支所駐車場

回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。
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納

「
交
通
災
害
共
済
」
加
入

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

生
活
環
境
課

(圃
③
5
1
2
0
)

平
成
叩
年
度
交
通
災
害
共
済
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

5
月
の
募
集
期
間
中
に
未
加
入
の

か
た
で
、
加
入
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
生
活
環
境
課
、
各
支
所
で
随
時
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
交
通
事
故
で

す
が
、
万

一
の
場
合
に
備
え
お
早
め

に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

マ
会
費

5
0
0円
マ

見

舞

金

通
院

2
日
以
上

(
6
0
0
0
円
)

か
ら
対
象
と
な
り
、
死
亡
の
場
合
は

1
0
0万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
ど
も
ご
み
探
偵
団

関
員
集
ま
れ
/

環
境
業
務
課

(岡
⑫
0
6
6
6
)

ご
み
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
ち
に
は
、
ど
の
よ
う
な
ご

み
が
落
ち
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ご
み
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
小
学

生
を
募
集
し
ま
す
。
夏
休
み
の
研
究

課
題
と
し
て
、
ご
み
に
つ
い
て
考
え

相談 名 日 時 会場など

8月14日後)
法 f宰 本目 5炎 13:30.....-15:30 

市役所(予約制) 8月初日後) 生活環境課
13:30.....-15:30 (本庁舎1階)

土地建物相談
8月13日(ボ

⑫ a 4 13:00，...." 16:00 

人権・悩みごと相談
8月6日(ボ 人権同和対策課
13:00.....-16:00 O (南庁舎1階)

農地問題相談
8月3日(月) O 農業委員会
8 :30，....，，17:00 (本庁舎2階)

fラ 政 本目 苦白，Pdと 8月10日(月)
上回西武10:00.....-15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
10:00，....，，15:00 

福 祉よろず相談 毎週月~金曜日
9 : 00，....，，16 : 00 

社(fi会@福8祉O協8議O会) 
法 f章 本目 面炎 8月8日(土)

(予約制) 10:00，...."正午

Yr. 童 相 a昌"弘ii4' 毎週土曜日
13:30.....-15:30 

市吉 古書 相 きaM少え4 
毎週水曜日

社(fi会⑫福3祉O協8議2会) 10:00，....，，15:00 
法 律 中目 E炎 8月19日(7]<)

(予約制) 10:00，....，，11 :30 
よ(fi田@商4工5会O議O所) 

保険年金相談
毎週月~金曜日
9 :00，....，，16:00 

市 民 相 自炎 毎週月~金曜日
市

生活環境課
交通事故相談 9 :00.....-16:00 (本庁舎1階)

1EC. 昌A 本目 呈E，3A4Z 
毎週月~金曜日

役 (fi③福2祉O課00) 9 :00.....-16:00 

母 子 本目 百炎
毎週月~金曜日 所 福祉課
9 :00，....，，16:00 (内線1608)

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上回(岱パ⑫ートサテライト内)8 :30，....，，17:00 8 0 1 1) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日
子育て支援センター(電話相談) 9 00.....-16 : 00 

保育・子育て相談 毎週火・木曜日 南部(fi保⑫育3園O内9相6談)室
(面接相談) 9 :00.....-16:00 

月の相談

て
み
よ
う
/

マ
実
施
日

8
月

5
日

ω
マ
対

象

者

小

学
校
4
・
5
・
6
年
生

マ
募
集
人
員

ω名
(応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
)
マ
内
容
ス
ー
パ
ー

で
の
買
い
物
、
ご
み
拾
い
、
買
っ
た

物
か
ら
出
る
ご
み
の
調
査

マ
応
募

方
法
環
境
業
務
課
へ
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

マ

締
め
切
り

7
月
初
日
制

マ
そ
の
他
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

市
制
施
行
初
周
年
記
念
事
業

推
進
懇
談
会
委
員
を
募
集

市
制
施
行
制
周
年
記
念
事
業
事
務
局

(企
画
課
内
固
⑫

5
1
1
2
)

上
田
市
は
大
正

8
年

5
月
1
日
に

市
制
を
施
行
し
、
平
成
日
年
に
「
別

周
年
」
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
お
お
ぜ
い
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
り
、
記
念
事

業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
記
念
事
業
に
関
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く

場
と
し
て
、
「
市
制
施
行
別
周
年
記

念
事
業
推
進
懇
談
会
」
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
よ
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
の

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

マ
募
集
人
員
叩
名

マ
募
集
期

限

7
月

ω日
ま
で

マ
委
員
の
任

務

記

念

事
業
の
内
容
や
実
施
方
法

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
、

記
念
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
。

マ

応
募
先
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
を
明
記
の
上
、
は

が
き
、
手
紙
で
郵
送
(
当
日
消
印
有

効
)
ま
た
は

F
A
X
で
。
直
接
持
参

も
可
。

マ

送
り
先
「
上
田
市
制

施
行
別
周
年
記
念
事
業
事
務
局
」

(干

3
8
6
8
6
0
1
上
田
市
大

手
1
l
H
ー
問
、
困
③
4
1
0
0
)

環
境
保
護
に
閉
す
る
ポ
ス
タ
ー
-

標
語
・
ア
イ
デ
ア
・
写
真

豊
か
な
環
境
づ
く
り
上
小
地
域
会
議

(地
方
事
務
所
内
固
⑧
7
1
1
3
)

自
然
環
境
や
生
活
環
境
に
対
す
る

認
識
を
深
め
、
環
境
保
護
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
期
限

8
月

お

日

働

マ

応
募
そ
れ
ぞ
れ
に
応
募
規
定
・
応

募
方
法
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

上
小
地
方
事
務
所
内
の
「
豊
か
な
環

境
づ
く
り
上
小
地
域
会
議
」
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃募集内容

募集作品 テーマ 募集区分

環境一般 小学生の部・中学生の部

ポスター 空き缶など
小学生の部・中学生の部・高校生の部

リサイクル

環境一般 一般の部

*~刀5ミ号ロ五ロ 空き缶など 小学生の部・中学生の部・高校生の部

リサイクル

地球温暖化

アイデア 防止
一般の部

リサイクル

写真
自然と人とが

ふれあう信州

8月 1日(土)…ツルヤ岩下庖、マツヤ上回庖 (川西)、社会福祉協議会東側駐車場
8月 8日(土)…西友秋和庖、西友三好町庖、 Aコープコア塩田庖
8月22日(土)・・・ジャスコ上田庖、 しおだ野ショッピングセンター

.ウィークエンドリサイクル 8月の日程
回収時間は午前10時~正午 (時間厳守)。 家庭のびん、缶、

古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましょう 。10.7.16 [9J 



E重ea，1i彊・・・・・・・・ 上回交通別所線大学前駅~運動公園プール

~メディアランドUEDA間で

.運行期間/7月20日(月)---8月20日(木)

.運行時刻/大学前駅発…午前9時15分~午後3時20分

大学前駅着…午前9時45分~午後4時25分
(上記の時間内、大学前駅発着のすべての別所線電車の時刻にあわせて運行します)

.運賃大人150円・子ども80円

.問い合わせ 上電観光パス(株:) (固⑧51 2 1 ) 

シヤ トル
，芯ス運行
|循環パスとあわせてご利用ください。 !

お知らせ下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
と
受
験
講
習

水
道
局
計
画
管
理
課

(困
1
5
3
2
、
1
5
3
6、
1
8
5
3
)

-
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

マ

と

き

日

月

同

日

目

マ

受

験

申
し
込
み

8
月

3
日
側

i
同
日
日

働
(
土
曜
・
日
曜
は
除
く
)
マ
願

書
の
請
求
水
道
局
計
画
管
理
課
へ

ど
う
ぞ

マ
受

験

資

格

①

高

等

学

校
等
の
土
木
工
学
科
を
卒
業
し
て
排

水
設
備
工
事
等
の
設
計
・
施
工
に
関

し、

1
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す

る
か
た
②
高
等
学
校
等
を
卒
業
し

て
排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
・
施
工

に
関
し
、

2
年
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
か
た
③
排
水
設
備
工
事
等

の
設
計
・
施
工
に
関
し
、

3
年
以
上

の
実
務
経
験
を
有
す
る
か
た

-
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
受
験
講
習

マ
と
き

9
月

お

日

側

マ

受

験

申
し
込
み

8
月

3
日
叩
(
)
同
日
日

働
(
土
曜
・
日
曜
は
除
く
)

マ
願

書
の
請
求
水
道
局
計
画
管
理
課
へ

ど
う
ぞ

マ
受

講

料

有

料

マ
そ

の
他
下
水
道
排
水
設
備
工
事
は
上

くv

田
市
が
指
定
し
た
指
定
工
事
庄
で
な

け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
指
定
工

事
屈
に
は
、
常
勤
す
る
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
が

1
名
以
上

必
要
で
す
。

標
語
加
入
権
公
売

希
望
者
は
ど
う
ぞ

収
税
課

(固
③
5
1
1
7
)

市
税
等
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、
電

話
加
入
権
の
公
売
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

新
居
を
構
え
る
予
定
の
か
た
、
あ

る
い
は
、

F
A
X
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
パ
ソ
コ
ン
通
信
等
の
利
用
で
、

も
う
一
回
線
欲
し
い
か
た
、
通
常
よ

り
安
く
電
話
加
入
権
を
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

マ
と
き

8
月
刊
日

ω午
前

9
時

羽

分

か

ら

マ

と

こ

ろ

市

役

所

南

庁
舎

5
階
第

3
・
4
会

議

室

マ

そ

の
他
詳
し
く
は
「
広
報
う
え
だ
」

8
月

1
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
に

晃
舞
金
を
支
給

福
祉
課

(固
⑫
5
1
3
0
)

市
で
は
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
に
見
舞
金
を

支
給
し
ま
す
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
み
で
、
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受

け

て

い

る

か

た

マ

支

給

金

額

1
0
0
0
0
円
(
支
給
は
年
1
回
で

今
回
の
申
請
の
み
)

マ
申
し
出
の

期
限

8
月

7
日
働

マ
申
し
出
の

方
法
福
祉
課
窓
口
で
見
舞
金
支
給

申
請
書
と
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

の

写

し

を

提

出

マ

支

給

方

法

口

座

振

替

マ

そ

の

他

昨

年

に

引

き

続
き
支
給
を
受
け
る
か
た
も
申
し
出

が
必
要
で
す
。

農
業
を
志
す
あ
な
た
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す

船
長
野
県
農
業
担
い
手
育
成
基
金

(圃
0
2
6
1
2
3
6ー

2
0
2
1
)

農
林
課

(固
⑫
5
1
2
2
)

こ
の
「
長
野
県
農
業
担
い
手
育
成

基
金
」
は
、
県
、
市
町
村
、
農
業
団

体
が
基
金
を
出
し
合
い
、
農
業
に
意

欲
を
燃
や
す
青
年
等
の
就
農
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
各
種
の
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

-
事
業
の
概
要

①
助

成

事

業

就

農

奨

学

金

の

支

給
、
先
進
的
農
家
等
で
の
研
修
費
助

成
、
住
居
費
の
助
成
な
ど
②
就
農

支
援
資
金
貸
付
事
業
就
農
研
修
資

金
貸
付
(
無
利
子
)
、
就
農
準
備
資

金
貸
付
(
無
利
子
)
③
就
農
促
進

事
業
就
農
情
報
の
提
供
、
就
農
相

談
会
の
開
催
な
ど

詳
し
く
は
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
、
農
協
、
上
田
市
農
林
課
、
ま

た
は
直
接
基
金
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。c 

マ
三
輪
車

マ
子
ど
も
ブ
ラ
ン
コ

マ
自
動
車

(が
ん
具
)

マ

電
子

レ
ン
ジ

マ
コ
ピ

l
機

(
B
4対
応
)

マ
掃
除
機

マ
学
生
服
(
中
学
生

男
子
用

1
7
0
9

マ
制
服
(
高

校
生
女
子

9
号
、
上
下
)

マ
テ
キ

ス
ト
と
本
(
河
合
塾
)

マ
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト

マ
陸
上
用
ス
パ
イ
ク
(
幻

i
m
叩
)

マ
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー

マ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

マ
扇
風
機
(
ス
タ
ン
ド
タ
イ
プ
)

マ
C
D
ラ
ジ
カ
セ
マ
ゴ
ル
フ
セ
ッ

ト

マ
冷
凍
庫
マ
自
転
車

マ
テ

レ
ビ

マ

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
(
辺

イ
ン
チ
)

田
園
一
目
町

Eιι
り川氏一

回
図
一
U
U軌
抑
制
」
併
比
円
一

因
圏
一
'0)
へ
ご
連
絡
を
。

不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い

。
登
録
期
間
は

6

か
月
で
す
。

マ
衣
類
乾
燥
機

(
5
1
8年
使
用
)

マ
ガ
ス
台
(
グ
リ
ル
付
き
、
都
市

ガ
ス
用
)

マ
オ
ル
ガ
ン

マ
く
つ

(
3
1
4
歳
男
子
用
)
マ
北
小
学

校
運
動
着

(1
4
0
1
1
5
0
m
、

上
下
)

マ

セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

マ
歩
行
器

マ
振
り
袖

(緑
の
地
に

花
模
様
)

マ

む
し
ろ

マ
1
升
用

ガ
ス
釜

マ
ラ
イ
ス
ジ
ャ

l

マ
編

機

マ
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー

マ
産
後

バ
ン
ド
(
未
使
用
)

[10J 10.7.16. 

りがありました。(有)中央設備工業の住

に。訂正しておわびします。



トークセッション

『映像・アニメーションとマルチメディア』
映像・アニメーションの最先端で活躍するかたがたのお話

午後2時30分---4時30分(参加無料)
パネラー/ 徳永元嘉さん(ウォルト・ディズニーアニメーション・

ジャパン・工グゼクティブ・プロデューサー)、

掛須秀ーさん(ジェイフィルム代表取締役社長 17月7

日、晴JILOVE LETTERJ編集者)

パーティー(参加費 1000円)午後5時~

8
月
1
日
生

スペシャルトークショー

『ディズニーアニメのできるまで』
午後 1時30分---2時(参加無料)
徳永元嘉さん

ディズニーアニメ映画

『くまのブーさん/クリストファーロビ、ンを探せ』上映会

午後2時"'3時30分(参加無料) ※ディスニー最新作ビデオ発売に先駆けて上映

8
月
2
日
個

8月1(~).8月 2(~)
2日間、全館無料開放

お絵かきパソコン設置

ギャラリー

新作ソフト体験 -申し込み
各日定員200名(先着順)。電話でメディアランドUEDA(圃@1000)へどうぞ。

ト
イ
レ
の
く
み
取
り

お
食
は
休
業
し
ま
す

生
活
環
境
課

(
固
⑫
5
1
2
0
)

8
月
日
日
嗣
か
ら
同
日
日
出
ま
で

の
お
盆
の
聞
は
、
ト
イ
レ
の
く
み
取

り
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
盆
前
は
く
み
取
り
の
依
頼
が
集

中
し
ま
す
の
で
、
計
画
的
な
く
み
取

り
の
依
頼
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

行
方
不
明
者
を
捜
す

明
相
談
所
』
を
開
設

上
田
警
察
署
鑑
識
係

(固
⑫
0
1
1
0
・
困
2
4
7
)

警
察
で
は
、
身
内
の
か
た
な
ど
の

行
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
か

た
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

8
月
に
は
「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
」
を
開
設
し
て
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

行
方
不
明
者
の
手
掛
か
り
と
な
る

資
料
を
お
持
ち
に
な
り
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

-
常
設
相
談
所

マ
と
き

8
月

1
日
出

i
白
日
間

午
前

8
時
初
分

i
午
後

5
時
(
土
曜
・

日
曜
を
除
く
)
マ
と
こ
ろ

警
察

機
動
セ
ン
タ
ー
(
長
野
市
松
代
町
・

圃
0
2
6
1
2
7
8
1
9
5
0
0
)

・
出
張
相
談
所

マ
と
き

8
月

3
日
側
午
前

9
時

初
分

i
午
後

4
時

マ

と

こ

ろ

上

田
警
察
署

7
月
か
ら
闇
保
税
の

納
入
が
始
ま
り
ま
す

国
保
年
金
課

(困
1
3
6
2
、
1
3
6
7
、
1
3
6
8
)

平
成
日
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

協
力
会
加
入
の
か
た
は
協
力
会
長

さ
ん
へ
納
付
書
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
か
た
は
、
振
り
替
え

る
口
座
を
確
認
し
、
入
金
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

直
接
納
付
の
か
た
は
、
金
融
機
関

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者

は
世
帯
主
で
す
。
保
険
税
の
通
知
書
・

納
付
書
は
世
帯
主
の
お
名
前
で
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
世
帯
主
で
も
、
納
税
義
務
者
に
な

り
ま
す
。

美
し
い
・
自
然
を
い
つ
ま
で
も

千
曲
川
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ

l
ク

景
観
建
築
課

(固
⑫
5
4
3
0
)

千
曲
川
は
、
上
田
市
を
代
表
す
る

美
し
い
自
然
景
観
で
あ
り
、
市
民
憩

い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
自
然
景
観
、
環
境
づ
く
り
の
大

切
さ
を
学
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、

「
千
曲
川
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
!
ク
」
を

行
い
ま
す
。
夏
休
み
の
早
朝
、
親
子

で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

8
月

2
日
間
午
前

7
時

mw
分
か
ら
約

1
時

間

別

分

程

度

マ

集
合
上
堀
グ
ラ
ウ
ン
ド
(
小
牧
橋

下

流

)

マ

内

容

①

上

堀

グ

ラ

ウ

ン
ド
か
ら
ハ
ー
プ
橋
ま
で
の
自
然
景

観
を
楽
し
み
な
が
ら
清
掃
活
動
②

桜
井
善
雄
信
州
大
学
名
誉
教
授
に
よ

る
千
曲
川
の
自
然
、
市
民
生
活
と
の

関
わ
り
等
の
お
話
[
予
定
]
③
参
加

賞
も
あ
り
ま
す
。
マ
持
ち
物
軍
手

マ
共
催
神
川
地
区
自
治
会
連
合

会
、
神
川
地
区
振
興
会
、
上
小
漁
業

協
同
組
合
、
下
堀
地
区
花
と
緑
の
街

づ
く
り
協
議
会

マ

後

援

建

設

省

千
曲
川
工
事
事
務
所

サ

マ

ー

ジ

ャ

ン

ボ

宝

く

じ

7
月
幻
自
に
発
売

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

(
市
町
村
振
興
宝
く
じ
)
が

7
月
幻

日
閃
か
ら

8
月

7
日
働
ま
で
販
売
さ

れ
ま
す
(
こ
の
宝
く
じ
は
、
-
枚

3

0
0円
、
予
約
券
は
不
要
で
す
)
。

賞
金
は、

1
等

6
0
0
0万
円
、

前
後
賞
合
わ
せ
る
と

1
億

5
0
0
0

万
円
で
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

美しい干曲川を守ろう/

7月1日の広報などといっしょに各戸配布をした「水道故障修理連絡先一覧表」の中に、次のとおり誤

所…「常田 2-22-32Jを「古里1948-27J rこ。ユニ設備の住所… 「秋和882-3Jを「常磐城1448-1J

.問い合わせ計画管理課 (困1854)

EE霊園
70. 7.76 

「
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E
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.舞台イベント O民話太鼓「竜の子太郎太鼓」…中野子供

太鼓 O創作狂言「うぐいすの宿Jr天神様への細道J…創作

狂言の会 O群読「つつじのおとめによせて」…群読の会、

モダンダンス O語り「枝垂榎(しだれえのき)J…いまあじゅ

の会 O人形劇「万寿姫」…塩田西小学校4年2組 O総合

芸術発表「つつじのおとめによせて」…グローリア合唱団、

白鳥バレ工学園、群読の会、モダンダンス O語り「黒髪」…

瓜生喬さん

・懐かしい木造校舎でのイベント Oシンポジウム「民話

の楽しみ oお話し「むかしむかしを語る」…お話しの会

0紙芝居 O各種展示[学童構想画展、民話の里写真展、

民話パッチワーク展、民話切り絵展、民話研究発表]

第 1回

民話フェスティパルINうえだ
上田には、語り継がれてきた民話が数多くあります。

今回初めて、民話を素材に活動している市民サークルが一

堂に集い、上田発の文化発信を試みます。入場無料です。

マとき 8月1日(土)午後 1時-4時

8月2日(日)午前10時~午後4時

マところ 旧西塩田小学校(上田市手塚)

マ主催 「民話フェスティバルINうえだ」実行委員会

マ共催上田市教育委員会

マ問い合わせ 生涯学習課固⑫5104

教育回
避
最
古
の
天
体
望
遠
鏡

調
査
報
告
会
開
催

博
物
館
(
固
⑫
1
2
7
4
)

国
友
藤
兵
衛
が
江
戸
時
代
後
期
に

製
作
し
た
博
物
館
蔵
の
反
射
望
遠
鏡
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
昨
年
か
ら
専
門
家

チ
!
ム
に
よ
る
本
格
的
調
査
が
、
国

立
天
文
台
や
京
都
大
学
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
金
属
製
反
射
鏡

が
今
で
も
曇
り
ひ
と
つ
な
い
理
由
に

つ
い
て
な
ど
、
興
味
深
い
事
実
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
調
査
成
果
に
つ
い
て
の
研

究
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
一
般
向
け

調
査
報
告
会
で
す
。

マ
と
き

8
月

2
日
間
午
後

1
時

羽
分

i
4時
マ

と

こ

ろ

中

央

公

民
館

3
階

大

会

議

室

マ

講

師

富

田
良
雄
さ
ん
(
京
都
大
学
)
ほ
か

マ
参
加
料

3
0
0円
(
テ
キ
ス
ト

代
)「

夏
休
み
考
古
学
教
議
』
開
催

信
濃
国
分
寺
資
料
館
(
固
⑫
8
7
0
6
)

マ
と
き

8
月
3
日
叩
・

4
日

ω・

6
日

制

マ

内

容

郷

土

の

歴

史

学

習
、
信
濃
国
分
寺
資
料
館
特
別
展
の

学
習
、

二
子
塚
古
墳
・
赤
坂
将
軍
塚

古
墳
な
ど
の
見
学
、
市
内
遺
跡
の
発

掘

調

査

実

習

マ

対

象

小

学

校

4

年
生
j
中

学

生

マ

定

員

初

人

マ
参
加
料

1
0
0
0
円

マ

申

し

込
み
参
加
料
を
添
え
て
信
濃
国
分

寺
資
料
館
へ
。

7
月
刊
日
目
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

「
古
典
文
学
の
た
の
し
み
」

i
更
級
日
記
の
一
世
界
j

中
央
公
民
館

(固
⑫
0
7
6
0
)

ー

ー

I
l
l
i
-
-
1
1
11
1
1
I
l
l
i
--

-
-
引
州
料
引
制
刈
州

「
更
級
日
記
」
(
作
者
菅
原
孝

す
え
の
む
す
め

標
女
)
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

市
立
図
書
館
所
蔵
の
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
も
鑑
賞
し
な
が
ら
、
平
安
女
性
の

感
性
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

.日程及び学習内容

回 とき 学習内容

1 1 8月18日(火)平安日記文学の展開

218月25日(刈 少女時代の孝標女

319月8日(火)歌枕と伝説

419月22日(刈 「源氏物語Jとの出会い
5110月6日(火)夢と信仰

6110月20日伏)孝標女の和歌

7 1 11月10日(刈 宮仕えと結婚

8111月24日伏)物詣で

9 112月1日(火)夫の死、往年を侮悟

10 12月15日(火)まとめ

マ

時

間

午

後

2
時

i
4時
マ

場

所

中

央

公

民

館

マ

講

師

上

田
女
子
短
期
大
学
助
教
授
・
西
山
秀

人

さ

ん

マ

定

員

初

人

マ

受

講

料

1
0
5
0
円
と
テ
キ
ス
ト
代

1

8
0
0
円

マ

申

し

込

み

受

講

料

と
テ
キ
ス
ト
代
を
添
え
て
中
央
公
民

館
へ
。

7
月
お
白
川
W

か
ら
受
け
付
け

信濃国分寺資料館特別展

「上田地方の原始・古代・中世文化
-最近の発掘調査成果から -J

7月25 日也)~9月6 日 (日)(毎週水曜日休館)
午前8時30分~午後5時

信濃国分寺資料館展示室

ま
す
。

マ
共
催

市
立
図
書
館

図
番
館
を
健
一っ
た

H

調
べ
る
H

学
習
賞

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
を
展
示

図
書
館
(
固
⑫
0
8
8
0
)

全
国
で
行
わ
れ
た
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

H

調
べ

る
u

学
習
の
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
。

夏
休
み
の
宿
題
の
前
に
、
親
子
で
ど

う
ぞ
。マ

期
間

7
月
お
日
出

i
m
日

ω

(
月
曜
日
休
館
)
マ
展
示
場
所

図
書
館

1
階
受
付
横

第
4
田
長
野
吋読
書
の
学
校
」

開
催

図
書
館
(
固
⑧
0
8
8
0岡
⑧
1
1
1
8
)

子
ど
も
た
ち
に
本
の
楽
し
さ
を
伝

え
、
自
ら
学
ぶ
力
や
豊
か
な
感
性
を

育
む
こ
・と
を
目
的
に
、
学
校
の
先
生

L 

[12J 10.7.16 

じ>入館料一般 250円、高・大学生 180円、
小・中学生60円(ただし、市内の小・中学生

及び高校生は無料) 1;(1;，まんうら

b主な展示資料 O八幡裏遺焼 ぷ撃が丘)出

土縄文土器、石器、人骨 O藤之木遺JFじ守甫

野)え出土弥鮎 戸、奈良・平安時併説協

調慮義かQ古城票時(国分)出土九葉単弁蓮

華文軒丸瓦 O浦田A遺跡(築地)出土弥生・

古墳・平安時代の土器、石器 O上田城跡

(二の丸)出土瓦類、陶磁器、古銭など

上田市内の遺跡から最近の発掘調査で出土

した多数の遺物を展示し、当時の文化を考察

します。

や
司
書
の
皆
さ
ん
と
公
共
図
書
館
が

協
力
し
て
、
第

4
団
長
野
「
読
書
の

学
校
」
が
聞
か
れ
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

7
月
お
日
出
午
後

1
時

l
午
後

4
時

加

分

マ

と

こ

ろ

図

書
館

2
階

会

議

室

マ

内

容

講

演

会
①
「
子
ど
も
と
と
も
に
本
の
世
界

へ
本
を
読
む
喜
び
を
子
ど
も
に
手

渡
す
時
|
」
お
は
な
し
ざ
し
き
わ
ら

し
の
会
主
宰
・
山
浦
美
幸
さ
ん
②

「
子
ど
も
た
ち
の
読
書
意
欲
を
高
め
、

視
野
を
広
げ
る
図
書
館
活
動
」
横
浜

市
教
育
セ
ン
タ
ー
・
高
梨
佐
智
子
さ

ん
③
つ
調
べ
る
学
習
賞
H

受
賞
者
が

語
る
図
書
館
の
使
い
方
」
神
奈
川
県

厚
木
商
業
高
等
学
校
・
片
岡
則
夫
さ

ん

マ

参

加

料

1
0
0
0
円

マ

申

し

込

み

図
書
館
へ
電
話
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で



体育課固⑫51 05 

お
は
な
し
と
本
の
会
の

お
知
ら
せ

図
書
館

(固
⑫
0
8
8
0
)

た
の
し
い
絵
本
や
ど
き
ど
き
す
る

昔
話
を
聞
き
に
き
て
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

8
月

8
日
出
(
毎
月
第

2

土
曜
日
に
開
催
)
午
前
山
時
叩
分
j

日
時

マ

と

こ

ろ

図

書

館

(
小
学

生
:
・

2
階
小
会
議
室
、
幼
児
:
・

1
階

え
ほ
ん
室
、

1
1
3歳
児
:
・

1
階
和

室
)『

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

操
作
講
習
会
」
開
催

図
書
館

(固
⑫
0
8
8
0
)

パ
ソ
コ
ン
に
さ
わ
っ
た
こ
と
の
な

上岡市民水泳大会

bとき 8月30日(日)(小雨決行)午前8時30分~午後2
時(予定) [>ところ 自然運動公園プール じ>対象 市

内在住か在学または在勤の一般男女、ただし、小学生は4
年生から じ>種目 自由形・平泳ぎ・バタフライ・背泳ぎ

(中学生の部・高校生の部は 100m、その他は50m)・ 200 
Mリレー(中学生以上のリレーについては、 4人の年齢の合

計が 120歳未満の部、 120歳以上 150歳未満の部の 2部門

とする) 以上の種目について、①小学校4年生の部

②小学校5年生の部 ③小学校6年生の部 ④中学生の部

⑤高校生の部 ⑥30歳未満の部 ⑦30歳以上の部 ⑧40 
歳以上の部⑨50歳 以上の部⑩60歳以上の部 とする O

ただし、 1人2種目まで(リレーは含まない)、年齢は平成10
年8月30日現在とする。 じ>参加料 200円(保険料を含

む) [>申し込み 8月14日(金)までに参加料を添えて体育

課へ ※小学生は各学校で受け付けます。

い
か
た
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

マ
開
催
日

8
月

2
日
日
・

4
日

側

i
8
日
出
・
日
日
例
・
ロ
日
附
・

凶
日
働
・
同
日

ω・
初
日
肘
・
辺
日

出
・
お
日

ω・
初
日
附
・
幻
日
閥
、

9
月

6
日
間
・

8
白
川

w
i日
日
働

マ
時
間

午

前

9
時

i
午
後

1
時

マ
受
け
付
け
図
書
館

2
階
資
料
室

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
(
無
料
)

上
小
地
区
「
い
じ
め
・
不
登
校

を
考
え
る
集
い
」
開
催

上
回
教
育
事
務
所
(
固
⑧
7
1
7
5
)

父
母
や
一
般
市
民
、
児
童
・
生
徒

な
ど
が
・
自
由
に
参
加
し
、
い
じ
め
問

題
や
不
登
校
に
つ
い
て
考
え
る
集
い

を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

8
月

8
日
出
午
後

1
時

1
4時
叩

分

マ

と

こ

ろ

中

央

公

民

館

マ

内

容

い

じ

め

問

題

・

不

登
校
に
つ
い
て
の
フ
リ

l
ト
l
キ
ン

グ

や

個

別

相

談

な

ど

マ

主

催

長

野
県
教
育
委
員
会
、
長
野
い
じ
め
・

不
登
校
等
対
策
委
員
会

作
文
「
私
と
千
曲
川
」
募
集

文
化
課
(
固
⑫
5
1
0
2
岡
⑧
3
7
4
5
)

「
千
曲
川
」
を
テ

i
マ
と
し
て
、

地
域
の
文
化
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
、
千
曲
川
に

関
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

bとき 8月3日(月)，，-， (土・日曜日を除く [>ところ

市営球場・染屋台グランド じ>対象 昭和35年以前に生

まれた市内在住か在勤の男性で編成(クラブチームの出場可。

ただし、複数チームへの登録はで、きません〉 じ>ルール オ

フィシャルルール及び大会規定によります。ダブルベースを

使用します。 じ>参加料 4.000円 b申し込み 7月24日

(金)まで、に参加料を添えて体育課へ じ>抽選会 7月28日伏)

午後7 時から勤労者体育センター会議室で行~ iます。

第24回早起き壮年ソフトボール大会

楽しく体力っくり(秋期)

bとき 9月1日"-'12月1日の火曜日 11回、午後7時30
分""9時 bところ 上田古戦場公園室内多目的運動場

じ>対象市内在住か在勤の一般男女 じ>参加料 2，000円

b申し込み 7月16日(木}""8月21日佳)に参加料を添えて

体育課へ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

千
曲
川
で
遊
ん
だ
思
い
出
や
、
最

近
の
千
曲
川
の
様
子
、
川
へ
の
思
い

な
ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
け
つ
こ
う
で

す
の
で

8
0
0字
以
内
に
ま
と
め
て
、

封
書
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
寄
せ
く
だ

大」い。
第

3
回
「
文
化
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
日
月

4
日
制

テ
ー
マ
『
千
曲
川
』

主
催
上
田
市
文
化
芸
術
協
会

上
田
市
教
育
委
員
会

マ
作
文
の
応
募
先
干

3
8
6
1
0

0
2
5上
田
市
天
神

2
1
4
!
日
上

田
市
教
育
委
員
会
内
上
田
市
文
化
芸

術
協
会
マ
締
め
切
り

8
月
初
日
術

女子ナイターソフトボール教室(後期)

[13J 

bとき 8月19日"-'1 0月28日の水曜日 10回、午後7時~

9時 bところ北小学校ク、、ランド じ>対象 市内在住か

在勤の一般女子じ>定員 30人 じ>参加料 2，000円 b 
申し込み 7月16日(木:)""8月21日佳)に参加料を添えて体育

課へ

70.7.76 



『
休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』

E 

.~ 

D U G H 

ド
T L A E H 

健康推進課 l 

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
・
上
田
南
部
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

[14J 

じ>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・

1歳6か月児・ 3歳児)…午後 1時'""2時 ②2歳児教

室…午後 1時'""1時15分 じ>持ち物①乳幼児健康診

査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、おむつ、

赤ちゃん手帳、歯ブラシ (1歳6か月児)04か月・10

か月・ 1歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にある健康診

査票に記入してお持ちくださ L、。3歳児は、健康診査

票と視聴覚検査のアンケートをお送りしますので、ご

記入のうえ、お持ちくださ~¥。また、尿検査の容器も

お持ちください。 ②2歳児教室…母子健康手帳、お

たずね用紙、歯ブラ、ン、コップ、おやつ代(実費〉、お

やつ用はし・スプーン・フォ ークなどとお皿

(市役所南庁舎 2階)

.日帰りで利用できます/

『デイサービスセンター』 (固③5131)

在宅で介護の必要な高齢者(おおむね65歳以上〉等

が日帰りでご利用できます。

・実施施設

健康診査 実施日 生年月日

4カ月
8月12日 10.3.16~3.31 

8月27日 10.4.1 ~4.15 

10カ月
8月6日 9.9.16~9.30 

8月17日 9.10.1 ~10.15 

1歳6カ月
8月4日 9. 1 .16~ 1 .31 

8月19日 9.2.1 ~2.15 

3歳
8月5日 7 . 7.1~7.15 

8月31日 7. 7 .16~ 7 .31 

2歳児教室
8月11日 8.5.1 ~5.15 
8月25日 8.5.16~5.31 

施設名 型 電話番号

中央デイサービスセンター B型 固@4126

室賀デイサービスセンター B型 固@0005

神川デイサービスセンター B型 Eの11 56 

t孟田デイサービスセンター B型 固⑮1090 

常田デイサービスセンター E型 固@2040

塩田西デイサービスセンター E型 固③2648
-保健センター

bサービス内容 レクリエーション、健康チェック、

送迎など(※B型施設では、入浴サービス・給食サー

ビスを行っています) [>利用者の費用負担 給食等

の実費相当額

・常国と塩田西はデイサービスの時間延長

常田デイサービスセンターと塩田西デイサービスセ

ンターでは、介護されるかたの負担を少しでも軽減す

ることを目的に、 7月から利用時間を延長しました。

[>利用時間 ①延長時間…午前7時30分"-'9時30分、

午後4時"-'7時30分 ②通常利用時間…午前9時30分

~午後4時じ>その他延長時間の聞は、送迎サービ

スはありませんO

E型・・・痴ほう性のかた[※B型・・・体の不自由なかたの通所施設、
の通所施設]

千曲川左岸広域農道 1期地区
7月28日に供用区聞が延長/「千曲ビューラインJ

昭和63年度から小諸市の国道 14 1号バイパスを起点

に、丸子町までの28.2km問で実施している『千曲川左岸

地区広域営農団地整備事業JJ 1期地区(小諸市分)0 7 

月288に小諸市の国道14 1号バイパスから県道小諸中

込線の 2.7kmが開通し、北御牧村を経由して、丸子町の

主要地方選丸子東部インタ一線まで、の25.6kmが供用開始

となります。また丸子町の残り区間約2.6kmも平成11年

度供用開始にむけて工事が進められています。

1月から 3月まで募集した農道の愛称は、県内外から

多数の応募があり、その中から丸子町の佐藤秀人さんの

『千曲ピューライン』に決まりました。上田市からも43

通の応募をいただきました。ありがとうございました0

.問い合わせ 土地改良諜(園③51 23)、千曲川友

岸広域農道事務局(小諸市役所内.[IT[]0267 -22 -1700) 

10.7.16 
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工
コ

ー
ル
と
学
校
図
書
館
が
ネ
ッ

ITI 

。

量上田市教育委員会:t 

関係者が出席して行われた稼動式

ト
ワ

I
ク
で

結
ば
れ
ま
し
た

上
田
市
・
丸
子
町
・
東
部
町
・
坂
城

町
の
公
共
図
書
館
と
同
地
域
の
小
・

中
学
校
日
校
で

「公共図書館・学校図書館ネットワーク稼動式」

の後、 5年生がネットワークの利用法について

学習しました(6月10日、神科小学校で)

上田地域公共図書館情報ネットワーク(愛称

:エコール)では、文部省委嘱事業により、こ

の地域内のモデル小・中学校13校の学校図書館

をネットワークで結び、学校の端末から、 4市

町の公共図書館にある蔵書の検索と貸し出し・

返却ができるシステムが稼動しました。

これにより、多くの蔵書の中から希望の図書

が学校まで配送され、"調べ学習"の推進や学習

に必要な図書や資料、児童・生徒が読みたい本

を迅速に提供できるようになりました。

今回のネットワークは、社会教育施設の情報

化や施設相互の連携強化を推進するため、昨年

度から文部省の委嘱を受けて実施している事業

の一環です。今後は、公民館及び大学附属図書

館とのネットワー夕、貴重資料のデジタル化及

びインターネットによる“地域電子図書館"の研

究を推進し、学習支援サービスの一層の充実を

図る計画です。

70.7.76 [15J 



取 7
り月
組は
む42

堕I元
主の
官非
凶行
」聞
で題

青少年伸ばそう伸びよう

;
青
少
年
に
有
害
な
環
境
の
浄
化

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
;

こ
の
期
間
中
、
少
年
補
導
委
員
さ

ん
を
中
心
に
、
地
域
の
青
少
年
育
成

関
係
者
の
皆
さ
ん
が
、
有
害
環
境
チ
ェ
ッ

ク
活
動
、
一
日
補
導
活
動
及
び
青
少

年
健
全
育
成
協
力
庖
の
指
定
を
行
い

ま
す
。青

少
年
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

増
加
す
る
少
年
非
行
の
現
状

さ
て
、
少
年
非
行
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
増
加
傾
向
を
示
し
、
第

4
の

ピ
l
ク
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
体
の
刑
法

犯
罪
に
占
め
る
少
年
の
割
合
は
過
半

数
を
超
え
、
内
容
的
に
は
、
依
然
と

し
て
万
引
き
、
自
転
車
盗
な
ど
が
多

い
ほ
か
、
暴
行
、
傷
害
な
ど
の
犯
罪

が
大
幅
に
増
え
、
凶
悪
・
粗
暴
化
の

傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
シ
ン
ナ
ー
か
ら
覚
せ

い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
へ
移
行
す
る

傾
向
も
見
ら
れ
、
少
年
層
へ
の
薬
物

汚
染
の
広
が
り
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

ま
た
、
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
の
悪
化
を
背
景
と
し
た
女
子
に
よ

る
性
の
逸
脱
行
為
の
増
加
、
い
じ
め

に
起
因
す
る
事
件
、
自
殺
等
の
発
生

が
み
ら
れ
、
青
少
年
の
非
行
に
つ
い

て
注
意
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

女
子
少
年
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
の
悪
化

テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
や
ツ
!
シ
ョ
ッ

ト
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
テ
レ
ク
ラ
関
連

で
の
事
件
が
増
加
し
、
ま
た
、
テ
レ

ク
ラ
に
関
連
す
る
性
被
害
少
女
や
性

非
行
で
補
導
さ
れ
る
少
女
も
増
え
て

い
ま
す
。

〈
一
口
メ
モ
〉

※
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
と
は

男
性
が
入
会
金
・
会
費
・
使
用

料
な
ど
を
支
払
っ
て
庖
舗
(
テ
レ

ホ
ン
ク
ラ
ブ
)
に
入
り
、
電
話
付

き
個
室
で
待
機
し
て
い
る
と
、
雑

誌
や
チ
ラ
シ
を
見
た
女
性
か
ら
電
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話
が
か
か
り

シ
ス
テ
ム
。

※
ツ

1
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
と
は

自
動
販
売
機
な
ど
で
カ

i
ド
を

購
入
し
、
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た

暗
証
番
号
な
ど
で
電
話
を
か
け
た

男
性
と
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
電

話
を
し
た
女
性
が
、
電
話
交
換
機

を
通
し
て
会
話
す
る
シ
ス
テ
ム
。

テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
と
異
な
り
、

家
庭
の
電
話
や
公
衆
電
話
か
ら
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
何
が
問
題
か
・
・
・

①
女
性
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
(
無

料
)
で
利
用
で
き
る
た
め
、
女
子

中
・
高
校
生
が
興
味
本
位
で
電
話

を
か
け
、
性
的
被
害
に
遭
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

②
電
話
で
話
を
す
る
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
直
接
出
会
い
、
金
銭
・

物
品
の
授
受
や
売
春
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
覚
せ
い
剤
の
使
用
な
ど
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

相
互
に
会
話
す
る



環
境
浄
化
は
地
域
ぐ
る
み
で

そ
こ
で
、
非
行
の
原
因
に
な
る
有

害
環
境
を
排
除
し
、
青
少
年
に
と
っ

て
好
ま
し
い
環
境
を
地
域
ぐ
る
み
で

整
備
し
ま
し
ょ
う
。

①
地
域
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
が
、

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
実
態
に

対
す
る
認
識
を
深
め
、
自
分
自
身

の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
て
く
だ

さ
い
。

②
家
庭
、
学
校
、

地
域
、
職
場
、

関
係
団
体
・
機
関
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
活
動
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ

'つ
。

マ
レ

特
に
、
家
庭
の
役
割
の
大
切
さ

を
認
識
し
、
家
族
相
互
の
触
れ
合

い
・
き
ず
な
を
強
く
し
、
素
直
に

語
り
合
え
る
、
明
る
い
家
庭
づ
く

り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

毎
月
第
3
日
曜
日
は

「
家
庭
の
日
」

で
す

て
あ
り
ま
す
の
で
担
任
の
先
生

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

表
彰
優
秀
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、

賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
、
さ
ら

に
2
作
品
を
選
び
本
紙
に
掲
載

し
ま
す
。
(
予
定
)

多
く
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

家
庭
の
日
の
作
文
募
集
に
つ
い
て

少
年
補
導
委
員
さ
ん
の
活
動

に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

こ
う
し
た
少
年
非
行
の
未
然
防
止
・

早
期
発
見
の
た
め
、
毎
月
、
少
年
補

導
委
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
青

少
年
育
成
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
補
導

活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

7
月
か
ら

8
月
に
か
け
、
明
る
い

家
庭
守
つ
く
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
以
下

の
と
お
り
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
を
対
象
に
「
明
る
い
家
庭
・
家
庭

の
日
」
の
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

期
間

7
月
日
日
側
か
ら

8
月

μ
日

側
ま
で

題
材
家
庭
、
家
族
の
中
で
楽
し
か
っ

た
こ
と
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

な
と

提
出
学
校
の
担
任
の
先
生
ま
で

分
量

4
0
0字
詰
原
稿
用
紙
3
枚

以
内

詳
細
各
学
校
に
募
集
要
項
を
配
っ

ツ

ト
コ
ル

トゴルフ場ハーブ橋マレッ

6月27日、千曲川河川敷に 2つ目のマレット

ゴルフ場「ハープ橋マレットゴルフ場」がオープ

ンしました。来賓が見守る中、テープカットや打

ち初め式のあと、さっそく大会が開催され、コー

スを確認しながらプレーを楽しみました。

この「ハープ橋マレットゴルフ場」は、「小牧

橋マレットゴルフ場」と同様に千曲川河川敷を

利用し、初心者でも気軽にプレーできるように設

計してありますO

また、 7月5日には「市民の森マレットコルフ

場」がオープンしました。

式典のあと、地元の市民を中心にプレーを楽

しみました。このマレッ トゴルフ場のコースは、

森林浴を楽しみながらプレーできます。ご家族や

お友達を誘い合ってお楽しみくださし"0

トゴルフ場市民の森マレッ

※ 

20人以上の団体は市民体育館で受け

付けをしてくださし"0
スコアカードを用意しました。ご利

用ください。

体育課・体育センター・豊殿支所

10枚 500円

体育課固⑫5105

70.7.76 

じ>使用料無料

じ>団体申込方法

bスコアカード

-取扱場所

. 料 金

じ>問い合わせ

[17] 



優れた芸術・文化を気軽に、身近に楽しむために

ーン 11園固園園圏
「ウィーン室内楽アンサンブルJ ~，寅題「上回ゆかりの美術家たち」

ウィーンの気品と豊麗な響き

今年も新たな感動があなたを包み込みます

9月21日(月)午後6時30分開演(午後6時開場)

上田市文化会館ホール
1>出演 ビルギッツ・コーラ(第 1ヴァイオリン)

/マルティン・クリメク(第2ヴァイオリン)/マル

ティン・オルトナー(ヴィオラ) / ヨゼフ・ルイツ

(チェロ)/ハラルド・オスペルガー (ピアノ)

じ>プログラム W.A.モーツアルト:ピアノ四重奏曲

第1番ト短調KV.478/F.メンデルスゾーン:弦楽四

重奏曲第5番変ホ長調Op.44-3/R.シューマン:ピ

アノ五重奏曲変ホ長調Op.44

b入場料一般 2，500円高校生以下1，000円

(全席自由〉

bチケット取り扱い 上田西武・琴光堂楽器庖・上田

市民会館・市内各公民館・文化課ほか

1>問い合わせ文化課固⑫5102

上田市文化自主事業

神秘の国ルーマニアから、
歌の天使たちがやってくる

「ルーマニア少年少女合唱団J
9月26日(土)午後2時間演(午後1時3棚場 )

上田市民会館
じ〉来日メンバー 指揮者ユージニア・バカレスク・ネ

クラ女史ほか、 13"-'17歳の少年少女たち、スタッ

フ、計40名

じ〉演奏曲目 音楽会のリハーサル(モ ーツ アルト)、

キャロルの祭典(ブリッテン)、 トリッチトラッ

チポルカ(シュトラウス)、 ドナウ川のさざ波

(イワノピッチ)、ルーマニアの民謡、民族舞踊曲、

現代作曲家の合唱作品、日本の歌ほか

じ〉入場料一般 2.000円高校生以下 500円

(全席自由)

じ〉チケット取り扱い 上田西武・琴光堂楽器庖・上田

市民会館・市内各公民館・文化課ほか

じ〉問い合わせ 文化課固⑫5102

まさひろ

講師 伊藤正大さん
“フリーの美術ジャーナリストとして活躍中"

8月2日(日)く入場無料〉 伊藤正大さんフ。ロフィール

午後1時30分---3時
(午後 1時開場)

1990年信濃毎日新聞社を美術

担当編集委員として退社後、嘱

託として同紙美術関係記事を担

上田創造館 当。

文化ホール
共著に「長野県美術全集」や

「粋の美一浮世絵」なと

[>問い合わせ 上田創造館事業係固⑫1111

8月27日の 「第二回上田城薪能」を

鑑賞する前に

平成10年度生涯学習市民大学文化コース

『会乙 ν 狂寸1議座同じ乙-1.エ百」 舌.fTJ::E
-第二回上田城薪能を観るために-

上田城薪能を市民の皆さんにより深く堪能しても

らうため、今年度も「能と狂言」講座を開催します。

演目の歴史的背景の解説や、美術・工芸的観点か

ら見た能・狂言の魅力などを語っていただきます0.r能と狂言」講義日程

第一回 7月27日(月)

講師 中西満義さん(上田女子短期大学園文

科)/謡曲と軍記物語ー「経政J r船弁慶」の

背景を探る

第二回 8月7日働

講師 中西満義さん(上田女子短期大学国文

科)/狂言の魅力一「棒縛」を申心として

第三田 8月20B 側
講師 瀧川虹風さん(能画家・作面家、鎌倉

市在住)/能と狂言の魅力を語る一美術・工

芸的視点から

じ>時間毎回午後2時"-'3時30分
1>場所 上田創造館コミュニティー大ホール

じ>定員 50人 1>受講料無料

b申し込み 電話で生涯学習課固③5104へ

「能装束展』
bとき 8月12日(水)，，-， 8月30日(日)(火曜日休館)

午前9時30分~午後6時30分

bところ ゆたかや3階サロン鼓

1>入場料無料

じ>問い合わせ文化課固⑫5102

f乱7.16 [18J 
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市
指
定
文
化
財
に

「
ち
が
い
石
の
産
地
」
を
指
定

上
田
市
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
ほ

ど
、
上
田
市
文
化
財
保
護
審
議
会
か

ら
答
申
の
あ
っ
た
「
ち
が
い
石
の
産

地
」
を
上
田
市
指
定
文
化
財
に
指
定

し
ま
し
た
。

ち
が
い
石
は
、
塩
田
平
の
南
方
に

び
ょ
う
ぶ

扉
風
の
よ
う
に
そ
び
え
る
独
鈷
山
脈

の
一
つ
、
弘
法
山
の
山
頂
に
分
布
し

て
い
ま
す
。
名
前
の
由
来
は
、
斜
長

石
の
結
晶
が

X
字
状
に
互
い
ち
が
い

に
交
差
し
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
説

と
、
「
こ
の
石
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
災
難
を
免
れ
る
」
と
弘

法
大
師
が
ち
か
い
を
立
て
て
く
れ
た

か
ら
、
と
い
う
二
つ
の
説
が
あ
り
ま

す。
こ
う
し
た
形
状
を
し
た
鉱
物
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
全
国
で
も
こ
こ
で

し
か
確
認
で
き
ず
、
学
術
上
、
貴
重

な
価
値
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ち
が
い

石
を
含
む
岩
盤
は
、

1
3
5
0
万
年

-6月
定
例
会

6
月
日
日
術
開
催
し
た

6
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す。

ちがい石か
ら

7
9
0
万
年
前
の
聞
の
海
底
噴

火
に
よ
っ
て
で
き
た
岩
石
が
、
地
圧

や
地
熱
の
影
響
で

X
字
状
に
結
晶
し

た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
前

に
は
、
旧
西
塩
田
中
学
校
で
こ
の
ち

が
い
石
を
図
案
化
し
て
校
章
に
し
て

い
ま
し
た
し
、
弘
法
山
に
は
現
在
で

も
、
山
を
巡
る
三
十
三
番
札
所
の
一

つ
と
し
て
洞
が
お
か
れ
、
西
塩
田
地

域
の
象
徴
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す。O
審
議
事
項

一
上
田
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
選
任
で
す
。

ニ
上
田
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

欠
員
補
充
に
よ
る
任
命
で
す
。

『上田市誌』

編さんだより@

武士たちの日々

市誌編さん室随③9741

江
戸
時
代
の
上
田
城
下
町
に
は
、

あ
ち
こ
ち
に
番
所
と
か
木
戸
と
い
う
も

の
が
あ
っ
て
、
庶
民
が
侍
町
に
入
る

こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
海

野
町
は
商
人
の
町
で
す
が
そ
の
裏
側

は
侍
町
で
し
た
か
ら
、
本
陣
柳
津
家

の
東
側
を
南
に
入
る
小
路
に
は
、
行

く
手
を
遮
る
よ
う
に
両
側
か
ら
土
塀

が
突
き
出
て
い
て
、
そ
の
先
に
は
木

戸
が
あ
り
、
そ
の
ま
た
奥
に
番
所
が
あ
っ

て
、
通
り
抜
け
る
人
を
監
視
し
て
い

た
の
で
す
。
当
時
の
庶
民
は
も
ち
ろ
ん

そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、

特
別
な
用
事
の
な
い
限
り
こ
の
小
路

に
入
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
故
小
路
に
人
気
は
な
く
、

番
所
の
番
人
な
ど
と

い
う
も
の
は
至
極
退

屈
な
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
一
体
侍
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が

定
め
ら
れ
て
い
た
も

の
の
、
大
し
た
仕
事

も
な
い
も
の
が
結
構

J 
多
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
持
て
余
し
た

暇
を
ど
う
し
た
か
、
藩
の
目
付
が
書

き
残
し
た
記
録
の
な
か
に
そ
の
一
端
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
左
に
示

し
た
文
書
は
原
寸
大
の
そ
の
記
録
の

一
部
で
す
が
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。

の
尋
問
を
'
つ
け
た
こ
と
が
わ
か
わ
差
す
。

人
通
り
が
少
な
く
、
さ
し
た
る
用

も
な
い
番
所
を
利
用
し
た
の
は
侍
た
ち

で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
集
ま
り

女
も
加
わ
っ
た
と
あ
れ
ば
、
酒
宴
で
も

開
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
結
局
目
付

の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
特
別
な
出
来
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
同
じ
こ
ろ
、
家
中

(
藩
士
)
の
う
ち
年
若
の
も
の
が
夜
更

け
ま
で
近
在
を
俳
佃
し
て
口
論
(
口
喧

嘩
)
な
ど
す
る
と
し
て
警
告
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
次
の
よ
う
な
触
れ
が
因

さ
れ
て
い
ま
す
。
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「
右
の
者
、
去
る
(
文
化
八
年
)
十
二

月
、
海
野
町
ロ
番
所
へ
女
を
呼
び

入
れ
置
さ
候
儀
こ
れ
あ
る
趣
に
付

き
、
吟
味
致
し
候
ょ
う
(
藤
井
)
三

郎
左
衛
門
殿
仰
せ
聞
か
さ
れ
候

(
下
略
)
」

海
野
町
口
番
所
と
い
う
の
は
、
前

に
説
明
し
た
本
陣
東
側
の
小
路
の
奥

に
あ
っ
た
番
所
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
へ

女
を
呼
び
入
れ
た
侍
が
い
た
と
い
う
こ

と
か
ら
、
藩
の
重
役
が
吟
味
(
取
調
)

す
る
よ
う
に
命
令
を
出
し
た
と
い
う
の

で
す
。
こ
の
記
録
に
は
続
き
が
あ
っ
て
、

女
は
原
町
兵
右
衛
門
長
屋
に
住
ん
で

い
る
万
右
衛
門
と
い
う
も
の
の
娘
で
あ

り
、
こ
の
件
に
関
係
し
た
侍
は
左
の

記
録
に
み
ら
れ
る

2
人
の
外
に
も

7

人
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
、
目
付
な
ど

「
御
家
中
年
若
の
輩
、
江
戸
留
守
な

ど
へ
罷
り
越
し
、
猿
リ
の
出
会
こ

れ
な
き
ょ
う
仰
せ
出
さ
れ
候
」

侍
屋
敷
の
内
に
は
、
江
戸
藩
邸
勤

務
の
た
め
家
族
同
伴
で
江
戸
に
移
住

し
て
い
て
空
家
同
様
の
家
が
あ
り
、

そ
こ
を
出
会
(
密
会
)
場
所
に
利
用

す
る
家
中
の
若
者
が
い
た
と
い
う
の

で
す
。上

田
城
下
町
編
で
は
武
士
た
ち
の

実
態
に
せ
ま
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

70.7.76 
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食
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秋

和
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藤
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子

七
こ
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八
起
き
の
人
生
金
婚
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孫
に

か
こ
ま
れ
花
束
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受
く

大

屋

竹

内

昌
子

も
の
い
わ
ぬ
夫
の
写
真
に
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葉
か
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今

宵
も
無
事
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我
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リ

岡

遠

藤

賢

障
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の
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思
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夫
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勢
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だ
さ
い
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選
者
詠
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あ
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具
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空
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冷
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水
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御

所
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内

み

さ
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農
民
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術
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所
跡
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桃

下

紺

屋

町

山

浦

良

一

集
ま
れ
ば
母
系
に
多
し
ビ

l
ル
党

千

曲

町

神

原

晴

一

こ
の
と
こ
ろ
予
報
が
当
た
る
梅
雨
晴
間

小

泉

木

村

シ

モ

わ
が
屋
根
に
気
病
み
す
る
な
ど
閑
古
鳥

日
間
川
口

伊

勢

山

小

田

中

黒
姫
の
麓
は
ひ
ろ
し
山
根
喰

保

野

清

水

ゆ

き

子

く
す
玉
の
割
れ
た
る
如
し
芥
子
咲
け
リ

上

常

国

大

森

松

枝

逝
か
れ
け
リ
待
宵
草
の
し
ぼ
む
ご
ど

岡

市

川

巌

暗
が
リ
に
音
確
か
め
て
田
水
引
く

西

脇

中

沢

喜

代

子

生
き
て
い
る
よ
ろ
こ
び
衣
替
え
に
け
リ

下
青
木

関

林

平

雑
犬
に
先
祖
の
毛
色
更
衣

浦

野

小

林

信

宏

動
乱
の
国
見
て
来
た
か
鳴
れ
リ

築

地

倉
津

昭

夫

迎
え
梅
雨
た
れ
こ
む
空
を
仰
ぎ
け
リ

北

大

手

中

曽
根
和
夫

決
ま
ら
ず
に
時
間
の
迫
る
更
衣

新

田

松

井

正

信

盛
ん
な
る
田
植
の
中
の
道
を
行
く

千

曲

町

石

井

杏

梢

牡
丹
咲
き
老
母
の
一
句
成
し
に
け
リ

神

畑

宮

入

志

づ

え

濡
れ
縁
に
ニ
つ
並
ん
で
夏
座
布
団

緑

が

丘

北

畑

幸
せ
と
い
ふ
は
小
さ
く
毒
食
ふ

選
者
詠

麦
秋
や
道
の
穂
草

の
茎
甘
し
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人
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